
 

 

 

平成１４年 年末一時金 

要求・妥結状況調査（最終集計） 

 

 

 福岡県生活労働部労働局労働政策課では、県内に事業所をおき労働組合のあ 

る企業３００社（従業員数３００人以上の大手１５０社、３００人未満の中小 

１５０社）を対象として、毎年、年末一時金の要求・妥結状況調査を実施して 

いる。 

 調査対象企業のうち、回答のあった２１８社について集計を行った結果は次

のとおりである。（集計は、平成１４年１２月２７日現在） 

 

１ 平均要求額 

 

 （１）平均要求額は、６４１，６４０円となっている。 

 

 （２）要求額が最も高いのは、新聞放送業で１，２４７，８６８円、次いで

サービス業７９８，７１７円、非鉄金属製造業７０７，８１８円、金融

業７０７，２８０円の順となっている。 

    逆に、最も低いのは、木材家具製造業で３２１，６５７円、次いでパ

ルプ紙製造業４９１，８５９円、卸売・小売業５２５，４０５円、印刷

業５４３，５５６円の順となっている。 

 

 （３）規模別にみると、大手１１９社の平均要求額は６７７，０２１円とな

っている。一方、中小９９社の平均要求額は５９９，１１２円となって

いる。 

 

 

 



２ 平均妥結額 

 

 （１）平均妥結額は、５３４，５４７円、２．０１ヵ月分となっている。前

年妥結額５７０，３１６円と比べると、３５，７６９円下回っており、

６．２７％の減となっている。 

 

 （２）妥結額が最も高いのは、新聞放送業で１，０７４，３９３円、次いで

サービス業７２１，８０１円、金融業６９５，５９９円、電気ガス業６

６４，２４９円の順となっている。 

    逆に、最も低いのは、木材家具製造業で２４５，４７３円、次いで機

械金属製造業４２１，０３８円、パルプ紙製造業４２１，５０４円、印

刷業４４４，８７１円の順となっている。 

 

 （３）対前年増加率が最も高いのは、輸送機器製造業で１．８９％、次いで

食品製造業１．８３％、化学製造業△０．０４％の順となっている。 

    逆に、最も低いのは、木材家具製造業で△２７．８５％、次いで建設

業△１５．９１％、電機製造業△１３．２７％の順となっている。 

 

 （４）規模別にみると、大手１１９社の平均妥結額は５８０，７２２円

（２．０５ヵ月分）で、前年妥結額６１５，５８１円を３４，８５９円

下回っている。対前年増加率は５．６６％の減である。 

    また、中小９９社の平均妥結額は４７９，０４４円（１．９５ヵ月分）

で、前年妥結額５１５，６２１円を３６，５７７円下回っている。対前

年増加率は７．０９％の減である。 

    平均妥結額を比較すると、大手が中小を上回っており、その差は

１０１，６７８円である。 

 

 （５）地区別にみると、妥結額は高い方から福岡、北九州、筑豊、筑後の順

となっている。大手では福岡、北九州、筑豊、筑後の順となっているが、

中小では福岡、筑豊、筑後、北九州の順となっている。 


